セラミックス
セラミックスの中では、主にアルミナ系と窒化珪素系のスローアウェイチップが市販されています。
アルミナ系のチップは、耐摩耗性に優れていますが、衝撃性に弱いという欠点があり、近年は機械特性や熱的特性に優れた窒化珪素が開発され、市場に投入されるようになっています。
窒化珪素はそれ自体では焼結できないため、焼結を促進するための焼結助剤を適切な割合で添加して焼結を行います。
焼結助剤には、代表的なものにアルミナやイットリア（酸化イットリウム：Y2O3）、マグネシア（酸化マグネシウム：MgO）などがあります。
窒化珪素は、高温でも曲げ強度や硬度などの機械特性が超硬やサーメットに比べて優れているので、工具の刃先が高温になるような高速切削などに窒化珪素切削工具が適用されるようになってきています。
なお、窒化珪素は鋼の切削加工では鋼と反応してしまうため、鋼加工には使用されておらず、鋳鉄製品を加工する分野で使用されています。
また、窒化珪素は、その優れた機械特性や熱的特性を活かして、切削工具のみならず数多くの耐摩製品や自動車部品にも展開されています。
